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しろはく活動記録  

古地図と城の泉 第５３号  

      明治３９年宇都宮城城下町細密鳥瞰図 

      東京下町細密地番明細地図１７枚新発見 

      城廓兵法之図秘伝書６本合戦伝４５絵図 

      安中市学習の森『山本菅助』企画展協力 

                           平成２９年１１月１日 

しろはく古地図と城の博物館 富原文庫 

――――――――――――――――――――――――――――― 

  城郭現地調査報告及び資料調査 博物館事業報告 

１・城廓兵法之図 合戦伝４５絵図含む 

 
 甲陽軍鑑に基く、秘伝書、古絵図の集成 ２０ｘ２８ｘ４ｃｍ 

１・甲陽軍鑑的統城築九段 目録、九地之伝・九城之伝・勝員得失・三段勝負・四戦・八陣城之伝・



清水城之伝・海津城之伝・縄外 以上 

２・八陣城之図景憲縄・清水城之図信房縄・海津城之図道鬼縄 物有格離格離格居格如無循環之

端是以城築之極意勝負然也 以上、小幡景憲以下松山、服部、井上、大久保、木川、大嶋、曲淵景

平花押朱印 文政十三寅年正月吉日 玉置小平太殿  

 

３・本丸枡形・角馬出・丸馬出・順枡形・逆枡形・平枡形・枡形本図・門前枡形・横手五八平枡

形・横手五八平枡形略・横手五八順枡形・横手五八順枡形略・横手五八逆枡形・横手五八逆略枡

形・横手五八本図枡形・横手五八本図枡形略 いずれもヘラ引き用紙に細密描画絵図１６図 

 

 

４・甲陽軍鑑的統龍丸備 龍丸備之図 配陣図と説明２種略・武田家八千迄之内陣法並崎合戦、手

分手配之本図（韮崎合戦かママ）配陣図と説明 以上文政十三寅年五月吉日 

５・甲陽軍鑑的統再拝之法 八個之伝 八ヵ条略 以上 小幡景憲以下七家略 曲淵仁左衛門景平

花押朱印 文政十三寅年五月吉日 玉置小平太殿 

６・甲陽軍鑑的統小段 四縁 依遠・乗縁・求縁・離縁 以上 六位 略 以上小幡景憲以下七家

略 曲淵仁左衛門景平花押朱印 文政十三寅年五月吉日 玉置小平太殿 



７・合戦伝目録 三六合戦、城責、対陣、川渡等 事項参照 

２・富原文庫蔵甲陽軍鑑合戦伝３本比較 城廓兵法之図に合戦伝があり、既蔵の２本と比較した。同様合

戦伝はあと数本あるが代表３本を比較検討した。個々の内容については後日検証したい。 

 

 

 

 

書名については各書まちまちであるが、Ⅱ本が甲陽軍鑑秘伝書中にあり合戦伝としていることから、

甲陽軍鑑合戦伝が本来の書名と判断した。写真はⅡ本の絵図。目録の巻頭部分、城図像のある絵図、

高崎城、前橋城責を収録した。Ⅰ本は前号に掲載。Ⅲ本は１０年以上前から所蔵、Ⅰ本と近似。 

 



Ⅰ本                    Ⅱ本         Ⅲ本 

巻子                    折帳         巻子 

武田信玄陣形図（仮）            城廓兵法之図内合戦伝 合戦之図 

２７ｃｍｘ１６４０ｃｍ          ２８ｃｍｘ１８３７ｃｍ ２８ｃｍｘ６０３ｃｍ 

１                     甲州飯田川原合戦 

２信州海野合戦図晴信初陣３重２重櫓鳥瞰図・ 信州海野口城攻２重櫓 信州海野口合戦之図 

３甲州韮崎合戦図・             甲州韮崎合戦上    甲州韮崎合戦之図 

４                     甲州韮崎合戦下 

５信州海尾合戦図２重櫓・          信州海尻合戦     信州海尻合戦之図 

６甲州小荒間合戦図・            甲州小荒間合戦    甲州小荒間合戦之図 

７甲信境瀬澤合戦図・            甲信境瀬澤合戦図上  甲信境瀬澤合戦之図 

８                     甲州境瀬澤合戦図下 

９信州平澤合戦図・             信州平澤合戦     信州平澤合戦之図 

１０信州大門峠合戦図陣屋・         信州大門峠合戦    信州大門峠合戦 

１１信州塩尻合戦図・            信州塩尻合戦     信州塩尻合戦之図 

１２                    信州塩尻搦手合戦 

１３板垣信形伊奈衆戦場図・                    板垣信形伊奈衆合戦之図 

１４信州戸石合戦図戸石城・         信州戸石合戦上２重櫓 信州戸石合戦之図 

１５                    信州戸石合戦中２重櫓 

１６同後合戦図戸石城・           信州戸石合戦     同後合戦之図 

１７上信之境笛吹峠合戦図・         上信之境笛吹峠合戦上 

１８同後合戦図・              上信之境笛吹峠合戦下 

１９板垣信形與額岩寺光氏対陣図三城構・   於信州上田脇板垣信形額岩寺光氏対陣 

２０上州三寺尾合戦之図・          上州三寺尾合戦 

２１信州猿ヶ馬場二龍対陣図・        信州猿馬場二龍対陣 

２２信州法福寺合戦之図・          信州法福寺合戦 

２３信州時田合戦之図・           信州時田合戦 

２４                    信州桔梗ヶ原合戦上 

２５                    信州桔梗ヶ原合戦下 

２６                    駿州梶間合戦 

２７                    上州三ヶ尻合戦 

２８信州木曽降参屋古原附城図屋古原附城御岳城・ 

２９信州川中島合戦図謙信陣城海津城・    信州川中島合戦上陣城三ケ所 

３０                    信州川中島合戦上西条山陣城・海津城 

３１                    信州川中島合戦中海津城 

３２                    信州川中島合戦下海津城 

３３                    信州川中島合戦後合戦海津城 

３４                    上州国峯城責国峯城 

３５                    上州和田城攻和田城 

３６信州上田原合戦図・           信州上田原合戦上 

３７                    信州上田原合戦下 

３８                    信州海野平合戦 



３９丸山筑前戦之図・            於信州松本脇丸山筑前戦 

４０東上野新田足利発向利根川渡図・     上州新田足利発向利根川渡 

４１                    上州厩橋城責厩橋城 

４２馬場美濃引揚跡部大炊兵図二ノ木戸薩陲山陣城・駿州薩陲山対陣陣城４ヶ所 

４３                    武州十々里戦 

４４武州登取山郡内兵衛與布施横地合戦図・ 

４５相模河越渉図・             相模川塁越渉 

４６相州見増合戦之図津久井城・       相州三増合戦 

４７                    駿州蒲原城攻蒲原城 

４８華澤城責之図華澤城絵          駿州花澤城攻 

以上２６合戦２８絵図          以上３４合戦４５絵図   以上１０合戦１１絵図 

何れも細密濃彩絵図である。Ⅰ本の下線は絵柄の記入であり、題名ではない。 

３・陸軍省城絵図高槻城絵図パネル展示公開 １０月７日～１２月３日  

 高槻城築城４００年記念特別展 今城塚古代歴史館・しろあと歴史館  

歴史シンポジウム築城４００年高槻城を考える １２月２日 

講演会徳川の大名と城を学ぶ １０月２１日・２８日 

    徳川の築城と技術を知る １１月１１日・２５日 

申し込み方法、定員、参加費、会場が異なりますので確認の上お出かけください。 

 

 



４・安中市学習の森平成２９年度第１８回企画展「山本菅助」に協力 

 平成２９年１２月２日から平成３０年２月２６日 

 展示内容 甲陽軍鑑と山本勘助、真下家所蔵文書、山本家文書、 

 図録『山本勘助』（仮題）発行予定 １冊１２００円 １０００部 

安中市学習の森ふるさと学習館では平成２９年度企画展として 

山本菅助真下家所蔵文書の発見展を開催されます。 

期間は１２月２日から来年２月２６日まで 展示会案内チラシ  

古文書が主体ですので、観れる資料の展示協力として、以下の資料を出品予定で

す。  

１・狩野周誉筆山本勘助築城縄張検討絵図 

   狩野周誉は本名狩野親信、讃岐高松藩松平家御用絵師、文政２年１８１９年生

まれ、明治２１年１８８８年没、狩野厚信の子、入手時は軸装であったが、軸に痛みがあり、額装して保存

した。隻眼の山本勘助が丸馬出を描いており、事跡をよく表している。 

 

２・甲陽軍鑑攻戦地理之図  

   甲陽軍鑑の舞台となった甲斐、信濃、遠江、三河、上野の城、街道、峠、合戦場の位置を 

   絵図上に一覧し、その位置関係をよく表した絵図。平成２６年４月１９日学習の森で開催された 

   『城絵図に見る上州の戦国時代―富原文庫所蔵城絵図の世界』展に出展、図録の表紙に 

   採用されている。 



 

 

上州安中松井田周辺                   甲州躑躅が崎周辺 

 

浜松井伊谷周辺                      信州川中島周辺 

３・甲陽軍鑑 木版本 一部は城郭図の木版が掲載。甲陽軍鑑関連の所蔵は約２００冊あり、 

  木版、写本、考察本等多くにのぼるため、展示会の趣旨に基ずき、展示は主催者に一任。 

 甲陽軍鑑 万治２年 安田十兵衛開板 全２０巻２１冊内第１６巻欠２０冊 ３，４・５，６合冊・９，１０，１１

分冊 一般に復刻本の底本とされれている版、１６５９年。 



 新板甲陽軍鑑 明暦２年 村上平楽寺開板 全２０巻２３冊内第３巻欠２２冊 ９，１０，１１分冊 甲陽軍

鑑最古の版本といわれる明暦２年版、１６５６年。 

 甲陽軍鑑全集 全２２巻１０冊揃 刊記無 総目録～１巻、２～４巻、５～７巻、８～９巻、１０～１１巻、１

２～１３巻、１４～１５巻、１６～１７巻、１８～２０巻、２１～２２巻以上合冊 ８～９巻に合戦図、１１巻に川中

島合戦、箕輪城図、１２巻に蒲原城攻め図、三増合戦図、１３巻に姉川合戦、１４日に味方が原合戦図、

１５巻に海津城絵図、２０巻に小山城、諏訪野原城、長篠合戦図、 合戦図や城絵図は甲陽軍鑑本体に

は見られない。甲陽軍鑑全集の特長といえるが、その性格はよくわかっていない。 

４・甲陽軍鑑末書 多くの城郭絵図が収納されている。 

  本書はすべて写本であり、築城設計を含む、甲陽軍鑑の思考を図化した絵図集ともいえる。 

  此れも多くの写本があり、１０種以上あるが、出品については一任することとした。  

 軍艦末書下巻上自壱至九１冊・下巻中自壱至九３冊 写本４冊 図なし 

 甲陽軍鑑末書初巻、上巻、中巻 写本３冊 図小 

 甲陽軍鑑末書上之巻１冊、下巻九品之一～五５冊 上写本６冊 図多し 

 甲陽軍鑑末書下巻一～九 上写本９冊 小幡勘兵衛 図多し 

 軍鑑末書下巻下一～九 上写本 小幡勘兵衛 図多し 

 甲陽軍鑑軍法之巻末書聞書全 写本１冊 虫損有 

今回は時間の関係で多くの山本勘助を祖とする甲州流の秘伝書類、関連城絵図の展示は出来ないが、 

何れ、これら築城書主体の兵学、軍学の系譜を考える機会や、山本勘助に関連する多くの歴史絵、 

合戦絵等の錦絵を紹介する機会があれば、検討してみたい。  

新収集情報報告 

  掲載は入手順に入手後、翌日に記載しています。メモ代わりの備忘録ですので順不同です。 

 掲載分類は城郭図、城郭錦絵は城郭、群馬地図、資料は群馬、錦絵地図は錦絵、地図類は航空写

真も地図、錦絵軍事、砲術、調練は軍事、後はタイトル通りです。 

１・古絵図・古地図 

 相模国箱根温泉全図 明治３１年 中村新太郎 細密鳥瞰図 石版 

 東北帝国大学仙台市街図 １５０００分Ⅰ 戦前 刊記無 

 ２０万分Ⅰ帝国図１０５図 全１３０図の内、沖縄、樺太は一部のみ 昭和１０年 

 樺太市街地図・商工人名総覧 昭和５６年 国書刊行会 

昭和初期大日本学生連盟による東京東部の細密地番入り地図 以下１７点 代表は行名清幸 

大日本学生連盟も行名清幸も記録に残らないが、地図は詳細を極める、過去発見されていない幻の細

密大縮尺都市図群出る。 

 東京市城東区地番明細地図 ６０００分Ⅰ 大日本学生連盟調製 昭和７年 行名一夫 大東

京市併合紀念 裏勇士後援者芳名 

 併合紀念東京市江戸川区町名地番入明細全図 昭和８年 裏全面広告 ３部 

 旧南葛飾郡全図向島区葛飾区城東区江戸川区 裏全面広告 

 松江町地番明細地図 昭和６年 松江町５分Ⅰ日本学生連盟 

 寺島町全図 昭和７年 大日本学生連盟 広告多数 

 小松川町全図 昭和６年 学生連盟 広告多数 ２部 

 吾嬬町昭和五年十一月一日地番改正全図記念 学生連盟本部調製 

 東京市江戸川区小松川三四丁目番地明細図 大日本学生連盟調製  

 松江町全図 ４０００分Ⅰ 昭和６年 松江町役場  



 小松川町番地明細全図 学生連盟調製 昭和３年 ６０００分Ⅰ 広告多数 

 小松川町全図・小松川町下平井地番一覧図 昭和５年 下平井町会報附録 ３０００分Ⅰ 

 東京市向島区新町名地番入明細全図・向島区有志後援者芳名表 学生連盟調製  

 松江村全図 ６０００分Ⅰ 大正１４年 松江村役場 

 葛飾区全図 ８０００分Ⅰ 刊記無 大図 

 砂町地番明細全図 学生連盟調製 刊記無 

 市川市全図 大日本学生連盟調製 昭和１０年  

 江戸川区十二町（旧松江町）及下小松町地番入全図 ６０００分Ⅰ 欠有 大日本苦学生連盟 

広告多数 

以上１７点 

 歴代内閣及政党一覧統計並に分布図 昭和５年 大日本苦学生連盟立志会  

 東京１万分Ⅰ世田谷 大正５年 陸地測量部 

 日本商工別明細図之内くまもと 東京交通社 昭和３５年 広告写真多数 

 摂国難波津之図 安永２年１７７３年写 河内国雲菜寺之什物也図 後小松院朝応永24年月中潮

日 1417年図  

 久能山真景之図・静岡県社東照宮社境内絵図 木版色刷 静雲斎蓮月画 明治９年 

 盛岡市街図 １２５００分Ⅰ 東山堂書店 戦前刊記無 

 杭州案内図・杭州図絵 昭和１４年  

 里程明細大日本新撰地図 菅沼章編 明治１９年 銅版色刷 

 改正小学地球儀問答 明治９年 庄野欽平 木版  

 参州鳳来寺絵図 木版色刷 尾陽欧月庵喜央画 江戸版 

 盛岡市街図・盛岡市勢要覧 昭和１２年  

 図説絵図と古地図で見る名古屋の変遷 名古屋開府４００年記念 ２０図余り収録 樹林舎 

 岡山市明細地図 地理研究会編纂 大正９年 大真屋美雄  

 八幡浜市市街図６０００分Ⅰ・市勢一覧 昭和２８年  

 大垣市街西国三十三所観音連合開扉独案内 明治２６年 野村喜次 木版色刷 

 西国三十三所観音連合開扉案内図 明治２６年 安藤芳太郎 木版色刷 何れも、明治２４年大

震災追善供養のため実施された。大垣城が描かれる。 

 

安藤芳太郎作                野村喜次作 

 大宰府天満宮御境内之絵図 笹屋 木版 鳥瞰図 刊記無 

 信州戸隠山惣略絵図 木版 鳥瞰図 刊記無 

 信濃国善光寺略絵図 英泉画 御免御絵図開板所書林蔦屋伴五郎 木版 刊記無 

 下野国全図 水戸鶴峯彦一郎作・橋本玉蘭図 木版色刷 刊記無 



 月瀬嵩尾山長引梅渓道の栞 暁晴翁作松川半山画 木版色刷 鳥瞰図 

 樺太全島新地図附沿海州勘察加及浦塩斯徳地図 地理研究会 函館児島大盛堂 大正９年 

 日譯最新北京詳図 民国３２年 建設図書館 

 中華民国全図 昭和１３年 鉄道省運輸局編纂 改造社 

 上海市街図 昭和１２年 陸地測量部  

 満州５０万分Ⅰ地形図９枚 昭和７年 一枚繋ぎ 

 天保再板改正江戸絵図 南杣笑野満人図 木版 

 複製国絵図、官板実測日本地図、重訂万国全図、富士見十三州輿地全図等２２枚 

 最新札幌市街図 明治４０年 富貴堂中村信以 石版 袋付 

 山形市全図 昭和１９年 木村文助  

 釧路市一覧・釧路市市街図 昭和９年  

 小樽市全図 小樽商工会議所 昭和８年 

 最新調査横浜明細地図・横浜電車線図 明治４４年・電車大正２年 鈴木金輔  

 蝦夷図 林子平 彩色絵図 奥州、蝦夷、カラフト嶋、サカリイン（サハリン）、クナシリ、エト

ロフ、カムチャッカ 

 静岡街一覧之図 明治１１年 木版色刷 鳥居房吉・小澤丑蔵  

 鰍沢町全図 彩色絵図 明治頃 

 甲斐国志附図 木版 文化１１年１８１４年 

 山梨県中巨摩郡三恵村全図・縮図 明治２６年 ３０００分Ⅰ 現南アルプス市 

 南巨摩郡概況図 ８万分Ⅰ 刊記無 

 山梨県管内全図（新編） 昭和３０年 山梨時事新聞社 

 富士川尋常小学校所属地図 ４０００分Ⅰ  

 精密新調査甲斐国全図 大正１３年 八巻文峰 明月堂書店 石版 

 富士山地質図 山梨県山林会 大正１４年  

２・古典籍・古記録 

 下野国都賀郡平井村古文書１箱 幕末名主文書１００通余り 

 長崎夜話草 万延元年写１８６０年 享保５年１７２０年春西川正昌書 １－５巻合冊厚冊１冊 

 大坂太閤葬式行例記・豊太閤葬式行例記 贈正一位前関白太政大臣 国泰祐松院殿霊山俊 慶長

三戌年八月十八日 秀吉公勅賜贈号謚 龍尊儀正一位豊臣大明神 六十三歳薨御 天保３年１８

３２年 信州伊奈郡高遠春近郷田原村源左衛門  

３・印刷資料 

４・錦絵・引札・双六・絵葉書・古写真 

 明治２０年代ノ美術砂目石版画東京風景三十二図  

 錦絵太田春長公之受命真柴久吉出陣之図 三枚続き 一川芳員  

 下野新聞旭香社之真図 明治２７年 精行社石版部 旭香社 

 下野国足尾庚申山之図 明治３３年 岡部要人 袋付 

 望郷樺太 昭和５５年 国書刊行会 

 樺太写真帖 昭和４１年 世良伊八  

 蘇江山人初三郎謹作日本一桃太郎 彩色肉筆絵図 軸装 

 東京勧業博覧会一目真図 明治４０年 石版色刷 増田定造 錦耕社 

 東京勧業博覧会各館之実況 明治４０年 黒木半之助 博画館 

 東京勧業博覧会全図 細密鳥瞰図 杉崎秀明 博覧時報社 



 ばれん会木版画小品集 ３冊 ４２枚 

 ドラエモンセル画２４枚 風景画とセルのコンビは絶妙。 

 絵葉書 世界大飛行家鳥人アートスミス飛行大会８枚・ 

５・軍事資料・武器武具 

 管打ち銃 全長１２２ｃｍ銃身長９３，６ｃｍ口径１，２ｃｍ 長野県教育委員会登録証６６０

４４号 

 購入見合わせ 紅毛伝砲術火術高嶋四郎太夫伝書鉄砲備之図１巻嘉永７年安田存政画２７ｘ３８３ｃｍ

３２４０００円・ 

６・城   

 宇都宮市真景図 雲乗手塚文義画 松井天山彫刻銅版細密鳥瞰図 明治３９年 昭和４２年復刻 

宇都宮城の本丸が公園となり、四週の土塁、石垣が完全に残されている。外堀等の旧観もよく表し

ている。銅板の細密さが遺構の現状を的確に描画する。以降に手彩色をしてみた。 

 



 

宇都宮城現状                      古絵図、展示模型 

 江戸城正月諸行事席次之次第 １７彩色絵図 折帳 以下全頁収録 

 

 

 



 

 

 

 

 



 古河概観 昭和３年 服部源蔵 １０７ｐ広告多数 古河町全図・古河城旧観写真６種本丸３階櫓、

御成門、菱櫓、涼み櫓等 

 

 

 引札八犬士の内犬飼源八犬塚信乃宝隆閣ノ奮闘 洋服雑賀商新城本町辻村商店 天守閣最上層金

鯱前の決闘 ３３枚 国周による３枚続き錦絵『南総里見八犬伝ノ内芳流閣之図』のパロデイと思

われる。 

 



 志津ヶ岳古戦場之図 写図 安政４年初夏 木村隆夢麿 江州木本浄信寺蔵板 

 史蹟明治二十七八年戦役広島大本営 史蹟名勝天然記念物保存協会広島支部 昭和４年 

 北條氏長境目ノ城取絵巻 １５城絵図 ２８ｘ７６６ｃｍ 彩色絵図 

 城郭文献 岐阜県史跡名勝天然記念物第４回大垣加納八幡岩村高須今尾苗木高富野村高山・石下

城跡碑並びに供養塔建立竣工式昭和５９年・笠間城記昭和３２年孔版・全国城攻め手帳・武門の堕

落恋の江戸城史昭和９年・武蔵野の城館址・古河市史研究１１中世の古河城・古河城水底に沈んだ

名城・小山市立博物館紀要第７号小山の評定跡御陣所跡をめぐる諸問題・下野壬生城・壬生城郭城

下町図・栃木県史第七古城址編昭和１１年・宇都宮城のあゆみ・飛山城跡・よみがえった名城宇都

宮城・下野南部の城・八代城跡復元工事報告書第２回・八代城跡石垣修復工事報告書第３回・八

代城跡石垣修復工事に伴う発掘調査工事報告書第４回・堅志田城跡保存整備基本設計報告書・日

本名城画集成昭和５３年・鳥羽城跡本丸跡発掘調査報告書・図説駿河伊豆の城・日本の城と歴史昭

和３６年・ 

 購入見合わせ 大坂城築堀式図６曲一隻江戸後期写紙本金泥彩色８８ｘ２５２ｃｍ、総高１０３

ｘ２６８ｃｍ２７０万円面白い絵図ではあるが想像図としか思えなかった。・武州忍城之図７５ｘ

８０ｃｍ１０５０００円同様絵図所蔵済み・荘内の面影鶴岡城５２５０円所蔵済み・ 

７・群馬県史料 

 上州草津温泉之図・袋題草津鉱泉全図 明治１２年 宮崎団十郎 木版色刷鳥瞰図 

 群馬県二社延喜式内外神大赤城神社真図 源保義敬写 木版 上野国南勢多郡三夜澤村鎮座赤城

神社之社務所蔵板 鳥瞰図 江戸版 

８・その他 

あとがき 

１・宇都宮から筑波の博物館歴訪 ９月２９日土曜日 

 所用で朝９時に成田空港に行く必要があり、此方は群馬県安中市、隣は長野県軽井沢町、成田は

ほとんど太平洋、ということで関東平野横断、計算すると朝３～４時出、これでは体が持たないと

前日、筑波泊まりで日本地図センター訪問を計画、当日朝７時に出て、宇都宮城清明館、城は本丸

西のみだが、見る影もなく改造されている。続いて壬生町立歴史民俗資料館、城跡公園は鯉が乱舞

していた。正面だけ美しく整備されているも背後は壊滅状態でした。小山市立博物館、所蔵してい

る小山祇園城絵図の検証のため、関連絵図をコピーしていただいた。古河歴史博物館、鷹見泉石の

絵図類はいつみてもみごとのほかない。渡良瀬川の河川敷に埋没した城郭を模型で見せていただい

た。  

渡良瀬川に埋もれた古河城模型                突然現れた豊田城 



今の建物に興味はないが、筑波へ行く途中、思わず江戸城天守の規模かと見とれた豊田城、（運営

は常総市教育委員会生涯学習課）実物を見るのは初めて、中は展示場とのことでしたが、タイムア

ウト。牛久大仏に匹敵するすごさでした。時間切れで日本地図センターは訪問できず。翌日、成田

の帰りも川越市立博物館を予定したが、疲れて会えなくダウン。普段、市場で関東平野は縦横にか

けめぐっているが、終日、資料のやり取りをしていると、疲れ切って市場と家を往復するのみで近

隣の城跡や博物館にお伺いする機会がない。何れも何回もお伺いしているが、最新の状況を知りた

くようやく訪問できた。宇都宮や土浦のなじみの古書店にお伺いし、資料をゲットしたことは言う

までもない。 

２・城絵図の引き合い殺到 

 戎光祥出版さんの『富原文庫蔵陸軍省城絵図』の出版、徳川美術館の天下人の城展における陸軍

省城絵図の展示、しろはく活動記録古地図と城の泉５０号における所蔵城絵図リスト前編の公開。

後者はお問い合わせに応じられる状況ではないとお断りしたが、地域の教育委員会さんからの閲覧

希望、問い合わせが尽きない。所蔵城絵図目録の後編のめどが立たない。地域貢献は課題であり、

基本公開によるご協力はさせていただく。一方、城以外の所蔵資料の処分も今後の城絵図入手の資

源としては、欠かせない。多分、城絵図の入手について、確立したルートを有している唯一の機関

と言えるが、月々の経費も相当なものである。 

３・今後の予定 

安中市学習の森山本勘助展は１２月から２月、年末には日本城郭協会の城ＥＸＰＯに陸軍省城絵

図、来年は福島県立博物館等で戊辰戦争１５０年記念展は企画され、錦絵、城絵図多くを展示検

討されている。所蔵城絵図の悉皆調査等課題は尽きない。 
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